













SPATIAL ANALYSIS OF RELATIONSHIP BETWEEN ENVIRONMENTAL PERFORMANCE OF 








The study carried out the collection of environmental performance information by CASBEE, and 
understood the actual situation of the environmental performance of buildings in detail chronologically and 
spatially. In addition, spatial autocorrelation analysis was identified to construction area of green buildings.  
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図 1 全国 24自治体の CASBEE評価結果の届出状況 




































では平均 BEE 値が 1.09 であるのに対し、第三区分では
1.53となり、第三区分に属する多くの建築物が Aランク
に達するほどの環境配慮に対する取り組みが施されてい
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**：p<0.01    *：p<0.05
 






















































































1.名古屋市 3.横浜市 5.兵庫県 8.埼玉県7.神戸市 10.愛知県2.大阪市 4.大阪府 6.京都市 9.静岡県















Q1 Q2 Q3 LR1 LR2 LR3















**：p<0.01    *：p<0.05
 


























































1.名古屋市 3.横浜市 5.兵庫県 8.埼玉県7.神戸市 10.愛知県2.大阪市 4.大阪府 6.京都市 9.静岡県















Q1 Q2 Q3 LR1 LR2 LR3















**：p<0.01    *：p<0.05
 











域的空間的自己相関検定統計量（GISA: Global Indicators 
of Spatial Association）や居所的空間的自己相関検定統計




























図 11、図 13、図 15 に、属性値 BEE 値、Q のスコア、






































 図 17、図 19、図 21、図 23、図 25、図 27に、各評価
項目として表示したものを示し、図 18、図 20、図 22、




























































1） 縦軸を Q、横軸を Lとした BEEチャートに全国に届
け出されている CASBEE 評価結果をプロットするこ
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図 28 名古屋市の集合住宅における LR3の 
空間的自己相関分析 
